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小郡市立御原小学校 学校だより 令和６年度 第１２号 令和６年９月１２日

御原小学校だより 児童数 ２５６名
＜御原小学校の教育目標＞ 「志をいだき，人とつながり，未来を拓く子どもの育成」

【合言葉】「つながって、笑顔いっぱい！」 文責：中村 敬子

朝夕は涼しくなり秋の訪れを感じる頃となりました。9月１０日（火）には
加地市長様が朝の挨拶に来られました。朝の登校を見守ってくださって
いるみはる隊、区長様、保護者の皆様に敬意を表してありました。子ども
たちの安全を守るために、本当にありがとうございます。

○9/４（水）5年 味噌作り体験（農産加工センター）
５年生は下岩田区にある農産加工センターに行き、味噌作り体験をしま

した。子どもたちは、蒸し立ての熱い麦に麹を混ぜたり、大きな蒸し器に
移し替えたりしました。また、市役所の辻様から味噌作りをするようになっ
た経緯や味噌作りの流れについて説明がありました。子どもたちは、「1番
大変な作業はどこですか？」など質問しながら、大変さ・作られる方の願
いについて学ぶことができました。

○９月９日(月) 4年 手話体験 【味噌作りの様子】
４年生は、総合「つながろう人と」の学習で、手話の会の梅嵜様、土田様、野口様の３名の方に

来ていただいて、聴覚障がいの方とコミュニケーションを取る手段の
１つである手話について話を聞きました。手話だと大声を出さなくて
も教室の端から端まで自分の気持ちを伝えることができることや、手
話を知っていると聴覚に障がいをもっている方とコミュニケーション
が取れるよさを話していただきました。子どもたちは、すべての言葉
を手話で伝えられるのかなど、質問していました。最近の新語流行語
などすべての言葉が手話では表現できないと回答されました。子ども
たちは、夏休み前から、地域のいろいろな方とふれあい、車椅子や白
杖体験を通して人とつながりをもつ大切さを学習しています。これら
の学習を１１月の「みはらっ子集会」で保護者・地域の方々に発信す
る予定です。 【手話の会の方の話を聞いている様子】

○９月３日(火) １年タブレット学習スタート！
一人１台のタブレットが導入されて４年目。今年の全国学力学習状

況調査の結果を見ると、「ICT 活用」と「学力」は関係性があると言わ
れています。子どもたちの将来を考えると、低学年から着実にタブレ
ット操作が自分でできるように育成していきたいものです。１年生の
タブレットの準備が整い、９月から、やっとタブレット学習のスター
トを切ることができました。ひらがなの読み書きができるようになっ
た子どもたちに、タブレット操作を身に付けさせるのは、担任一人で
は難しいところがあります。そこで、今年度は小郡市情報アドバイザ
ーの岩切先生に毎月低学年の指導に入っていただくようにしました。 【タブレット学習の様子】
早速、今月は、９月３・１０日の２日間、１・２年生の４クラスに入っていただき、担任や ICT 支
援員の複数体制で指導をしています。明日の授業参観でも、低学年のタブレット学習の様子が参観で
きます。是非、ご覧下さい。

【水筒を持ち歩くときの転倒事故に注意！】

残暑が厳しく、まだまだ水分補給が欠かせない時期が続いています。出かける際、子どもが水筒
を持ち歩く機会も多いと思いますが、転倒した際に首や肩にかけていた水筒がお腹に当たり、思わ
ぬ事故が全国的に発生しています。学校では、次の３点を指導しています。
お家でも、お子さんと熱中症防止についてご確認ください。
①水筒はなるべくカバン等に入れましょう。
②水筒を首や肩にかけているときは、走らないようにしましょう。
③遊具等で遊ぶときは、水筒を置いて遊ぶようにしましょう。
なお、登下校の際は、引き続き帽子着用、通気性・透湿性の悪い服装を避けるな

ど、熱中症防止をお願いします。
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